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研究成果の概要（和文）：本研究は，徳島大学病院歯科用金属アレルギー外来患者を対象とした

疫学調査を行うとともに，口腔内の歯科用金属材料の元素分析を行うための簡便で，かつ採取

したサンプルを郵送することによりどこの施設でも分析可能となる微量元素分析方法を確立し

た． 
 
研究成果の概要（英文）：The study review clinical surveillance of dental allergic hypersensitivity in Tokushima 

University dental hospital. And we describe a novel method for the elemental analyses of intra-oral dental metal 

materials that is handy and suitable for sending acquired samples to analyzing facilities via the mail.        
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１．研究開始当初の背景 
(1) アレルギー疾患の患者数は著しく増加
し，歯科用金属アレルギー外来を訪れる患者
数も増加の一途をたどっている．金属アレル
ギーは一般には接触型アレルギーの一種で
Ⅳ型の遅延型アレルギーと言われているが，
国際的にも原因となる金属元素と症状等に
は未だ相関は認められておらず，発症部位も
口腔内のみに症状を呈するものから，手掌と
足底に限局するもの，全身に症状を呈するも
のまで様々である．口腔内の補綴物がなぜ手

掌や足底のみに発疹を引き起こすのか，なぜ
口腔内の 1個の補綴物が全身の発疹をまねく
のか，感作や発症のメカニズムの解明に至っ
てないのが現状である． 
 
２．研究の目的 
 そこで，本研究は， 
(1)徳島大学病院歯科用金属アレルギー患者
の疫学調査を行い，歯科用金属アレルギーの
実態を明らかにすること． 
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(2)感度と特異度が 70～80%とされているパ
ッチテストに変わる簡便で安全な金属アレ
ルギー検査法の確立を目指すこと． 
 
(3)一般歯科医院においても，アレルギーの
原因となっている修復物中の金属元素を特
定することが出来る簡便な手法を確立する
こと． 
を目的とした. 
 
３．研究の方法 
(1)疫学調査は徳島大学病院歯科用金属アレ
ルギー受診患者のうち，パッチテストを行っ
た患者を対象としパッチテスト結果と症状
の関係を検討する． 

 
(2)検査法の確立は，金属アレルギー症状の
中でも皮膚症状を呈する掌蹠膿疱症と汎発
性発疹に限定し，角化皮膚病変部位から採取
した微量の試料をエネルギー分散型蛍光Ｘ
線分析装置で元素分析し，パッチテスト結果
と病変部位の金属元素の種類を比較検討す
る． 
 
(3)歯科用金属のヴァージンメタルから採取
したサンプルを蛍光Ｘ線分析装置(EDX900，
島津製作所社製 JAPAN)を用いて定性分析
と FP 法による定量分析を行い，各ヴァージ
ンメタルと採取したサンプルの分析結果を
比較検討する． 
 
４．研究成果 
(1)徳島大学病院歯科用金属アレルギー外来
患者の疫学調査の結果，陽性金属元素とアレ
ルギー症状の間に関連性は認めなかった．ま
た，アレルギーをおこしにくいとされている
チタンに対しても，アレルギーを疑わせる症
例が認められた． 
 
(2) 徳島大学病院歯科用金属アレルギー外
来受診患者の中で，掌蹠膿疱症と汎発性発疹
患者の角化皮膚病変部位から微量の試料を
採取し，蛍光Ｘ線分析装置で分析した．試料
からは，パッチテスト陽性金属の一部を検出
した例もあったが，ほとんどはいずれの金属
も検出できないあるいは亜鉛のみを検出す
るという結果であった．本装置による分析は，
微量元素分析に多く利用される ICP質量分析
装置や ICP 発光分光分析装置と比較して，前
処理が不要で簡便に測定できる一方，検出限
界が高い．そのためごく微量の金属元素は検
出されなかった可能性があった．その一方，
自覚的にも他覚的にも金属アレルギー症状
や毒物中毒症状の既往を認めない健常者ボ
ランティアの角化した部位の皮膚片を採取
した試料の中にも，亜鉛が検出される例があ
ったため，必須元素である亜鉛が特異的に皮

膚に排出されている可能性と，採取前に被検
者が使用した保湿クリーム，石けん等の影響
や，日常生活における金属との接触による影
響が考えられ，測定方法等の再検討が必要で
あると考えられた． 
 
(3)試料の採取用器具としては，金属の含有
量 が 少 な く デ ィ ス ポ で 価 格 が 安 価 な
SUPER-SNUP mini point（松風社製）を用い，
口腔内での試料採取を想定し，電気エンジン
で低速(1000～2000rpm)で回転させてわずか
に各メタルを研磨し，ポイントについた金属
粉を植物系粘着テープセロテープ・（ニチバ
ン株式会社製）に移し，ポリプロピレン製分
析 用 フ ィ ル ム THIN FILM FOR XR 3520 
POLYPROPYLENE ・(SPEX 製 NJ）上に添付する
方法が有効であった(図１）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図１   採取した微量サンプル 
 (A)上面に微量のサンプルを移し取ったセ
ロハンテープを添付したポリエチレンフィ
ルム (B)わずかな研磨後のみが認められる
ヴァージンメタル (C)サンプル採集に用い
たシリコンポイント 
 
各ヴァージンメタルと採取したサンプルを
分析した結果の一例を図２に示す．青がヴァ
ージンメタルで赤がサンプルのピークであ
る．いずれのサンプル試料においても主要元
素の蛍光Ｘ線スペクトルのピークが検出さ
れた．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図２   分析スペクトルの一例 
 また，Fundamental Parameter Methods を
用いた定量分析においても，どのサンプルも，



 

 

主要元素を検出した． 
 本方法を利用すれば口腔内の修復物をご
くわずかに研磨するだけで，口腔内の金属分
析が可能であるため，患者の負担も術者の負
担も非常に少ない．採取に使用するポイント
はディスポであり，PP フィルムとテープをセ
ットで郵送すれば，分析装置を持たない歯科
医院でも簡単に分析依頼が出来，金属アレル
ギーの治療に貢献できる． 
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